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1.1 解答

1.1.1 （１）
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後の計算は省略

1.1.2 （２）

省略

1.2 １番の総評

またまたチェインルール。頑張って計算しましょう。

2 ２番

2.1 解答

2.1.1 （１）
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2.1.2 （２）
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2.2 ２番の総評

QR分解の問題。難易度は５段階で 2.5か３。グラムシュミットは絶対にできるようにしましょう。

3 ３番

3.1 解答

3.1.1 （１）
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3.1.2 （２）
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3.2 ３番の総評

(1)で x(t) = φ1
φ2
に気づくかどうかだろう。難易度は５段階で 3.5。



4 ４番

4.1 解答

4.1.1 （１）

cos x = 1− x2
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よって剰余項は − cos c
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4.1.2 （２）
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よって π
3 で展開する方が剰余項の値が小さいのでよい近似である

4.2 ４番の総評

完答は難しいだろう。難易度は５段階で 3.5。

5 ５番

5.1 解答

5.1.1 （１）
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5.1.2 （２）
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よってチェビシェフの不等式より limn→∞ P (| Xn − µ |> ε) ≤ limn→∞
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5.2 ５番の総評

（１）で計算間違いをするかもしれないが、チェビシェフの不等式を知っていればできる。難易度は５段階で３。

6 ６番

6.1 解答

6.1.1 （１）

P (X = k) =r−1+k Ckpkqr−1× q =r−1+k Ckpkqr

6.1.2 （２）
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6.2 ６番の総評

(2)は知っていないとできない。難易度は５段階で 3.5。

7 全体的な総評

選択問題は全て難しくはないが、簡単でもない問題ばかりである。必答問題はどちらも標準的。
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